
＜ 一家３人で県外から東町地域に移住してきた一例 ＞

はたらく場

みどり市東町地域ビジョンでめざす「東町への移住生活のイメージ」

＜夫＞

 林業分野の地域おこし協力隊として着任し、
地元林業家の下で３年間の研修を受ける。

 協力隊を退任後、チェーンソーや軽トラック
のみで林業を営む自伐型林業の担い手となり、
地域の木の駅へ出材して収入を得る。

 農作業の繁忙期には、農業機械化組合からの
依頼を請けて農業機械オペレーターの副業。

＜妻＞

 平日は大間々町内のスーパーでパート勤務、
週末はノルディックウォークのインストラク
ターとして、東町地域のツアーで収入を得る。

住居・生活

学校教育余 暇 その他

＜娘・義務教育学校＞

 ９年制「あずま小中学校」に就学。授業はデジタル
教科書で行われ、豪州の同年代とWEBで交流したり、
プログラミングの基礎となる論理的思考を学ぶ。

 地域の方々から農業や林業の特別授業を受けること
で生活の源に触れ、幼いうちからSDGsを意識する。

 ボルダリングジムの初心者講習会でボルダリングに
触れ、中学校進学後はボルダリング部へ入部予定。

＜レジャー＞

 週末は草木湖でカヌーやSUP
を楽しむ。春には花桃街道や
袈裟丸山でハイキング、夏は
渡良瀬川で遊泳、秋は紅葉狩
りと自然を満喫。

 毎月開かれるマルシェでパン
やお弁当を買って外でランチ。

＜公共交通＞

 鉄道やバス、公共交通空白地
有償運送を中心に地域に合っ
た公共交通体系を確立。

＜デジタル＞

 積極活用するとともに、デジ
タルデバイドを生まない対策。

＜住居＞

 市の移住体験住宅でおためし移住を体験して
移住を決意。移住コンシェルジュに無料相談
し、空き家バンクに登録されていた庭付き一
軒家を購入。空き家改修補助金も活用してリ
フォームし、一家で移住する。

＜生活＞

 生活雑貨は地域の商店や大間々町内のスー
パーで購入。野菜は近所の方からおすそ分け
を頂く。水は安くておいしい簡易水道を利用。

 地域コミュニティの一員として、月１回程度
の草刈りや伝統行事に家族で参加する。

確かな生業を持ち、安心して子育てしながら東町らしさを楽しめる生活スタイル


